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Social welfare Thought and the Spirit OfHospitality in France
大津ゆり
orrsu Y面
Iu terms of social welfare thought, we have hitherto looked for Dodels in Britain,s
"from the cradle to the gravd' policy or in the advanced Social Security Systems of the
Scandinavian nations. Various welfare projects in France, some of which could be
tmced back to the Middle.rAges, have been so far little known to us.
Thus in this short essay, we would li-ke to spotlight social welhre activities in
France, examining in detail three exa-nples from modern times, in order to reconsider
the relationship betseen social welfare thought and the spirit of hospitality-
はじめに
わが国では、かってはィギリスを「ゆりかごから墓場までJの徹底した福祉国家だと崇
め、近年で|よスゥェーデンを始めとする北欧諸国に福祉を学ぼうとしている。しかし、フ
ランスを話題にするときは、芸術、ファッション、グルメ、シャンソン、プランド物など
に着目するばかりで、フランスの「自由・平等・博愛」の精神やホスピタリティ精神には
一般的に関心をそれほど持たないできた。本稿では、フランスを芸術、料理、ファッショ
ンなどの文化面からではなく、「ホスピタリティJという視点から論じてみたい。まずは、
「ホスピタリティJという語釈について検討することから始めよう。
日本語の辞書に、「ホスピス」「ホスピタリズム」とぃぅ言葉が収録されていることは
多いが、「ホスピタリティJという言葉となると、『広辞苑』 (第5版)など日本の代表
的辞書には見当たらない。見当たるのはわずかな辞書 lで、そのほとんどが、「客、訪問者、
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旅行者へのもてなし、歓待Jとある。これは「ホスピタリティ」が外来語であり、英語の
辞書を訳 したからではないかと思われる。
では、英語の辞書では、“hospitahげはどんな意味があるのであろうか。最も権威があ
る と思 われ る 動 θ
…
E昭五話
'カ
カ屁綱バClarendon Press,1989 2nd Edltio02では、
“hospitalitノ'の説明の冒頭に次のように記載されている。 “the act or practice of belng
hospitable: the receptlon and elltertninment of guests, vlsltors, or strangers, mth
hberahty and good、■ll"
「客、訪間者、見知らぬ人に対して偏見なく、好意的に行われる歓迎ともてなしの行為
と実践Jが“hospiぬhプの語釈である。餌est3とは望まれて来る存在であり、日本語の客と
いう言葉がふさわしいし、宙sitor4は望まれずに来る場合もあり、訪問者という訳でよいの
ではなかろうか。
『辞林 21』 (三省堂、1993)の「旅行者や来訪者を親切に応対する」という解釈は妥当
だが、「②非定住の宗教者や異邦からやつてきた特殊な職業人を神の化身のごとく見なし
て歓待する習慣。異人歓待。外者歓待Jという語釈や、同じく『新明解百科語辞典』 (三
省堂、1991)の「非定住の宗教家や異郷からやつてきた職業人を神の化身のごとく見なし
て歓待する風習。異人歓待。外者歓待」という語釈には異論を唱えたい。なぜなら、strangeJ
は見知らぬ人、外国の人という意味で、非定住の宗教家、異邦からやつてきた特殊な職業
人や異人をさすわけではないからである。
これらの辞書における「異人歓待J6とぃぅ語釈は、折口信夫の「まろうど論」を踏まえ
たものであろう。「まろうど」とは、日本の古語で、「まろうと」、「まらひと」、「ま
れびと」とも言われ、「客」、「稀に訪れる客」を意味する。来訪者は内部の人間とは異な
つた異人であり、異人を神と同一視する心性によるものであると民俗学では解釈されてい
る。歓迎される異人は、霊的な存在以外にも、各地を布教して歩く民間宗教家の遊行聖、
京都近郊の桂村から村々へ出向いて祈祷を行つた桂女、歩き巫女、座頭、各地を渡り歩く
芸能者の他、山人、山姥、山童、天狗、鬼、河童、座敷童子などの妖怪も含まれるという。
このように見てくると、strangerの訳として、異人とするのには異論があるのである。「異
人歓待」ではなく、「未知の人J「見知らぬ人Jを歓待するとした方がよいのではなかろ
うか。
・hospitablプの語源についても見てみよう。マクミラン社の 動θユリd暉茜a″
“
ο●lMacmlllan,1987)7では 「ホスピタ リティはラテン語の名詞 hospltiulllの訳で、
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この語はさらにhospesに由来 してお り、hospesは客と主人の両方を意味している。
hospitlumは、Иl力′力¨ aγOXfOrd,Clarendon Press,1993)3によると、 「客を
厚遇すること、接待、家」とある。
語級員とさオ■るhospesは、
l He who entertains a stranger,a host[one who entertalns gratultously as a fnend:
caupo,ollle WhO ente■ams for payl
「見知らぬ人を持て成す人、主人 [無報酬で友達としてもてなす人。ci対立語caupo報
酬を得てもてなす]」
2 soulollrller,宙sitor,guest hend,
「短期の滞在者、訪問者、客、友達」」などを意味し、hospesは「客と主人」の両方の
意ヽ味をもつている。客と主人とい う二重の意味を持つのは、ギリシャ語の xe■os(ζevosク
セノス)の影響である。クセノスは、大学書林の『 ギリシャ語辞典』 (1989)9によると、
「① (個人についても国家についても)盟友の契りによつて結ばれたもの。 (この関係は,
一代に留まらず,子孫にまで継承される。)②客人:(時に)主人③よそ者、外国人」な
どの意味を持ち、形容詞であるクセニコス「①外国 (人)の、傭兵の、②普通でない、異様
な③賓客をもてなす」、同じくクセニョス f①賓客をもてなす、友愛の、盟友の契りで結ば
れた②異国の」などが挙げられている。
クセノス Юとは、「よそ者」や「部外者Jを表す最も一般的なギリシャ語である。ギリシャ
人、非ギリシャ人を問わず、自分の共同体の正規のメンバー以外を指す「クセノス」は、
外国人や友人ではなく、「儀礼化された賓客」、「精神上の親族」を意味した。また、クセ
ニア関係という友好関係は、特定の契約儀礼と返礼の義務をもつものであつた。後者に関
しては、ホメロスの「イーリアスJ llにホスピタリティに通じる場面がある。社先が歓待
された相手には、後の時代に敵対関係になつても、代々それぞれの国において、主人とし
て歓待しあうことを約束する場面である。この友好関係をクセニア関係というが、返礼を
義務として歓待するということをホスピタリティであると明言することは避けたいもので
ある。
12世紀には、巡礼者に宿と食事を提供し、行き倒れの旅人を看護する施設が存在し、こ
れをクセドキウム ′と呼んでいるが、この例こそ、クセノスとホスピタリティ精神の密接
な関連を示す例である。
ラテン語のhospesは、hospitor(泊まる)、hospltus(知らない、未知の客を厚遇する)、
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hosplta(見知らぬ女、賓客、女客)などの派生語を生み、hospitiullll(客を厚遇すること)
は、ラテン語 hospitloluIIl(小旅館)と古フランス語howlceに派生して、このhoslliceが
19世紀に英語になり、現代では末期患者の心身の苦痛を軽減する施設であるホスピスとい
う言葉として使われている。ラテン語の形容詞 hosp■aLs(歓待する、手厚い、客を厚遇
する)は、14世紀にフランス語のhospital(宿泊所、接待所)となり、16世紀より病院と
いう意味で使われるようになつた。また古フランス語のhostelになり、13世紀には英語の
hostelに、17世紀には現在のホテルの意味として使われるようになつたい。ホテルも病院
も自由意志により現れた相手を厚遇するという意味で、同じルーツを持つている。
以上、「ホスピタリティ」という言葉を辞書を中心に考察してきたが、自らの利益のた
めではなく、自発的 (自由)に見知らぬ人をも友人、隣人として受け入れて、無償の行為
を行うこと (平等・博愛)が、「ホスピタリティ」であると解釈できる。
この「ホスピタリティ」を実践している現代フランスにおける例をつぎに紹介し、フラ
ンスにおけるホスピタリティの具現化について考察を進めたい。
2 現代フランスにおけるホスピタ リティ
(1)■es Restaurants du CburM「心のレストラン」
著名なコメディアンであったコリュシュ トがオー トバイ事故で亡くなつたとき、彼の死
を悼み、多くの人がオー トバイでクラクシヨンを鳴らしながら、パリの街を走ったという。
コリュシュはコメディアンであるが、 「心のレス トラン」の提案者でもある。 「心のレス
トラランJとは、充分な食事のできない貧しい人々へ、冬の間 (12月半ばから3月半ばま
で)、 暖かい食事を提供するフランス全土に広がる大きな組織である。コリュシュがこの
「心のレス トラン」を提案した背景には、1985年のフランスの経済状況が関係 している。
この年は急に普及 したハイテク産業とオイルショックのあおりでインフレが激 しく、貧富
の差が拡がり、困窮者が増加 していた。コリュシュはラジオ局EllROPElで、視聴者 と電
話のや り取 りをする番組で、聴取者から「飢えに苦 しんでいる人はアフリカだけでなく、
フランスにも存在すること」を訴えられ、ショックを受けた。そこで彼は、冬の間温かい
食事を提供する「心のレス トランJのアイデイアを番組で呼びかけたところ、多くの人が
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賛同し、半年後にそのアイディアは実現することとなつた。活動の軌跡を見てみよう。
①1985年コリシュがラジオ番組で「心のレス トランJの企画を一般聴取者に呼びかける。
②1985年12月半ば、テント張りの「心のレストランJをオープン。
③1986年3月、5000人のボランティアが参カロ、850万食を提供。
④1986年夏、オー トパイ事故でコリュシュ他界。
⑤1987年、コリュシュが生前に要求していた余剰食糧をEC(欧州共同体)が放出い。
⑥1988年から89年までコリュシュの夫人、ウェロニック・コリュチが会長を務める。1988
年 10月、コリュシュ法"が国会で満場一致で採択され、「心のレストランJへの小額寄付
者にも税制優過処置適用される。
⑦ 「,きのレストラン」の本拠地はパリ。全国96県に112の協会を持ち、2200のセンター
や支部をもつ膨大な組織が、12月半ばから3月半ばまでの3ヶ月間、必要最低限の食事
を配布する。家族構成、収入の有無、収入のある場合は金額により、期間中に配布され
る食料の量が決められる。住居のある登録者には冷凍肉、米麺類、チーズ、果物、野菜、
パンなどが週2回、6～7食分が提供される。ホームレスには1年中温かい昼食が提供さ
れる。2000年から2001年の冬の対象者は54万人。本部では5800万人分の食料を提供
した。現在ボランティ7/として活動している人は4万人に及ぶ。
③無料の食事の提供から始まつた「′きのレストラン」が、その活動の枠を広げ、現在は社
会復帰のための大工仕事、機械工作などの養成プログラムを実施。170箇所の庭やアト
リエを持ち、2001年には20C10人が社会復帰した。
③収入源は小額寄付者によるものが主であり、2001年は43万人の寄付金により2896万
ユーロ (当時で約32億円)集めた。コリュシュが芸能人であつたことから、1993年か
らシーズン中にテレビで豪華ミュージカルショー が行われている。芸能界、スポーツ界
のスター50人“ほどが無料出演。Ls Enfolres(まぬけたち)という名前でショー に参
加し、このショー にはメデイア関係者も無償で協力している。
「,きのレス トラン」は、冬季の食料提供から始まり、現在は、社会復帰の手助けまで行
うフランス全土に広がる大プロジェクトとなつた。フランスの「自由・平等・博愛」の精
神、ホスピタリティ精神の具現化である。
(2)国境なき医師団
p(IIEDECINS SANS FRONTIERES)
民間の緊急医療援助団体である「国境なき医師団」もフランスにおいて創立された。医
療という技術と知識を駆使 して、世界中の援助を必要としている人のところに出向く。
100%非政府系の独立した民間組織であり、派遣される医師、看護師等もすべてポランティ
アである。「国境なき医師団」の憲章 20に、その理念や活動内容が網羅されている。その
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内容は以下のようなものである。
国境なき医師団は、天災、人災、戦争など、あらゆる災害に苦しむ人びとに人種、宗教、
思想、政治すべてを越え、差別することなく援助の手をさしのべる。
国境なき医師団は、普遍的な医学倫理と、人道的な救済の権利の名のもとに、何ものに
もさまたげられることなく、その職務を中立公平な立場で行う。
国境なき医師団のメンバーは、その職業道徳に従い、すべての政治、経済、宗教とは関
わりなく任務を遂行する。
国境なき医師団のメンバーとその権利の継承者は、任務中に生じる危険および損害に関
し、国境なき医師団によつて支払われる補償以外のいかなる補償の権利も要求しない。
設立の経緯を述べよう。
1968年、国際赤十字委員会 (CICR)の依頼により、フランス赤十字からビアフラに派
遣された医師たちは、国家間の協定なしには紛争に介入できないCICRの政治的拘束のた
め、100万の餓死者と民族の消滅という事実に直面した。帰国した医師のうち数名が、「ピ
アフラの虐殺に抗議する委員会」を設立し、理念のみで実効性を伴わないCICRのやり方
を非難し、数十名の医師が結集した。その後、東パキスタンヘ大洪水の緊急援助に出向い
た医師団と合流して、1971年12月20日、「国境なき医師団」 (MSF)が設立された。
翌年ニカラグアヘ初めての自然災害時の援助活動を展開。現在まで、世界各地の天災、人
災、戦争など、あらゆる災害に苦しむ人々への緊急医療活動を世界的規模で行つており、
1999年にはノーベル平和賞を受賞している2、
鵬 Fは、10の原則のもとに活動を行う。
①第1に医療援助活動を行うが、緊急事態には、給水、衛生管理、食糧の供給、避難施設
の建設も行う。
②医療援助活動と切り離せない証言活動を行うことにより、被災者の置かれている危機的
状況を世論に訴える。
③医療倫理の遵守。
④基本的人権と人道に関する国際法を基本理念としているため、被害の評価が自由に行え、
被災者へのアクセスが自由にできる。援助物資の配市を管理する権利を有し、人道的活
動に認められている特権が尊重されている。
⑤独立性の確保への配慮により、活動対象を自ら分析、選択する。
⑥政治的信条、人種、宗教、性別などによるいかなる区別もしない公平性。
⑦武力関争の当事者にならず、中立的精神を守る。
③危機に瀕した人々を援助し、自立を助ける責任と透明性を持つ。
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⑨ボランティア精神に基づく団体であるので、活動は妥協や惰性、官僚的仕事に陥らない。
⑩各ボランティアは積極的に団体活動に参加し、その憲章や基本理念を尊重することが求
められる。すべてのボランティアは平等な投票権を有し、その選択決定に参加する。
MSFはフランスで創設されたが、現在は 18カ国に拠点があり、それぞれが国際憲章に
基づいた活動を独立して行う国際的なネットワークである 22。 フランス、ベルギー、オラ
ンダ、スイス、スペィンの 5ヶ所がオペレー ション支部として医師団を編成し、必要とさ
れる地域へ派遣している。メンバーはヨー ロッパ、アメリカ、カナダ、オース トラリア、
香港、日本等で募集され、国籍としては46カ国、毎年3000人の国籍の異なる医師および
準医療関係者が、助けを求めている世界80カ国の人々の許に出向く。任務参加者は、40%
が看譲師、20%が医師、準医療関係者 (助産婦、助手)が20%、外科医・麻酔医 2%、管
理スタッフ 10%、兵靖員 (補修、工事)26%という割合である。1971年の創設以来、延ベ
1万6000人が参カロしており、参加意思のある6000人が登録している。フランスのMSFは
収入の60%が個別寄付であり、その他40%は国連の難民高等弁務官や、欧州連合のような
国際機関から拠出されてしくるため、国家権力や政治勢力の影響を受けることなく運営され
ている。天災、人災、戦争など、あらゆる災害に苦しむ人びとに人種、宗教、思想、政治
すべてを越え、差別することなく援助をしている。しかし残念なことに、支援する側の「国
境なき医師団」の内部には、人種差別が存在する。自人優位がいなめないことは、日本か
ら 1992年に初参加 し、スリランカとヘルツェゴビナヘ人道支援を行つた貫戸朋子医師 23
が指摘している。内部での差別も撤廃 し、真のホスピタリティ精神の具現化を実現するこ
とが望まれる。
(3)オスピス・ ドゥ 。ボーヌ (Hosplces de Beaune)
「′さのレストラン」も「国境なき医師団Jも、一般の人々の寄付によって運営されてい
るが、自ら生産したものを販売し、慈善病院の運営資金にしている例がフランスに存在す
る。1443年、フィリップ善良公 (Phllippe le Bon)の治世の時代に、ブルゴーニュ王国の
官房長、ニコラ・ロラン (Nlcolas Rohn 1376 1462)により倉J設された慈善施療院「オス
ピス・ ドゥ・ボーヌ」である。フランスのプルゴーニュ地方の町、ボーヌの中心にあり、
地元の人にオテル・デユー (Hael Dleu)と呼ばれている2t
ニコラ・ロランるは、フィリップ善良公の先代、ジャン無長公 (」eall線鵬 Peur)の晩
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年にパ リのフランス王家の法律代理人となり、フィリップー代においては、官房長 として
全権を振い、人事、財政、軍事、外交など一切の決済を行つた。また内務大臣、経済大臣、
外務大臣を兼ねる専制官僚であつた。
ちなみにループル美術館には、ヤン・ファン・アイクによる『官房長ニコラ・ロランの
聖母』という名品が飾られている。母の出身地ボーヌを百年戦争での痛手から復興させる
ことに熱心であったロランは、「人間世界の心配事は放つておいて、魂の救済のために」
と、この地にH l¨‐Dieuを建設することにし、オスピス・ ドゥ・ボーヌの永続的な基金を
生み出すために、自らが所有する葡萄園を寄贈した。自らが寄贈するだけでなく多くの人
にも寄贈を勧めたため、その後32の葡萄園が寄贈された。現在、葡萄園には寄贈者の名が
つけられ、58ヘクタールに及ぶ葡萄園からの収穫は、毎年 11月の第3日曜日に、オテル・
デューの中庭で行われるフインの競売となり、その収益金が慈善施療院「オスピス・ドゥ・
ポーヌJの維持費にあてられている。日本でもインターネットで、ニコラ・ロランおよび
オテル・デューの運営に関して善き協力者であつたロランの夫人であるギゴーヌ・ ドゥ・
サランの名を冠したフインを始め、オスピス・ ド・ボーヌのフインを購入することができ
る。
葡萄園の寄贈という大規模な寄付によつて賄われてきた慈善施療院は、創立から500年
を迎えた今も存在し続け、フランドル (今のオランダ)から建築家ジャック・ウィスクリ
ーを招聘して建設した壮麗な建物とともに、「オスピス・ ドゥ・ボーヌ」の名前のついた
幾種類ものフインが、多くの人に愛され、賞賛されているのである。
ニコラ。ロランは、フィリップ善良公から、リヨンの北から現在のオランダに達する広
大な土地の管理を任されていたが、歴史家の中には、ロランの管理が私心のないものであ
ったかどうか疑う者もおり、ホスピス・ ドウ・ボーヌの壮麗さは良心の呵責によるものだ
という意見もある 26。 しかし、慈善施療院の建設、葡萄園の寄贈と、そこから産出される
フインの販売による施療院の維持費の捻出という大きな事業を始めたことは、ホスピタリ
ティ精神の具現化であることは間違いない。
3.フランスにおけるホスピタリティ小史
芸能人、一般のボランティアによつて支えられている「心のレス トラン」、医療のプロ
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集団である「国境なき医師団」、高級フインを販売することにより慈善施療院、病院を経
営している「オスピス・ ドゥ・ボーヌ」など、どれも根底にあるのはキリス ト教の「愛J
であり、「ホスピタリティ精神」であろう。
愛に関して、聖書は神への愛とともに、隣人への愛を説いている。例えば「隣人を自分
のように愛しなさい」 (マタイ 22:39)、「わたしがあなたがたを愛したように、あなた
がたも互いに愛し合いなさいJ(ヨハネ 13:34)、「信仰と希望と愛、この三つはいつま
でも存続する。その中で最も大いなるものは、愛である」 (コリント人への手紙 13:13)、
「敵を愛し、自分を迫害するもののために祈りなさい」 (マタイ 5:44)、「敵を愛し、あ
なたがたを憎むものに親切にしなさいJ(ルカ6127)等、聖書は「愛」の教えに満ちてい
る。
聖書の「愛」を実践しているフランスにおけるホスピタリティ精神の歴史を、林信明の
『フランス社会事業史研究 ―慈善から博愛へ、友愛から社会連帯ヘー』27を中心資料と
して辿つてみよう。   ′
(1)古代から17世紀末まで
フランスでは古代から、巡礼者や貧しい老人、病人を宿泊させる施療院が、敬虔なるカ
トリック聖職者によつて続けられて来た。フランスではほとんどの慈善事業の原型が、イ
タリアのローマから南仏、リヨンを経てパリに至っているが、これはキリスト教の伝道と
同じルートをたどつていることになる。弱者の救済とカ トリックとの関係が密接である 23。
6世紀から 7世紀には、フランス各地に多くの施療院が設立された。パ リ施療院
(HOtel‐Dieu de Paris)もこの頃に設置されたと思われるが、確かな記録は残つていない。
この時期には、貧困、飢餓、伝染病などの病気、ポフティエ戦によるアラブ人の侵入など
によつて、貧者が増加した "。
816年にエクス=ラ=シャペルの宗教会議で、貧者の救斉義務を確認するとともに、司
教区内の救護院の改革を行い、施設の管理者を教会参事会員の中から選び、hOSpltaherと
いう肩書きを与えた。ここで「ホスピタリティ」と貧者救済との関連が見出される。
弱者救済は宗教関係者によつてのみ行われたわけではない。8世紀には、カロリング家
カール大帝 (シャルルマーニュ)力｀各諸侯に対して、領内の貧者、孤児の救済を命じ、聖
王ルイ (ルイⅨ 世)は1254年に、キャンズ・ヴァン救済院を創設し、300人の盲人を保
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護 した。
12世紀末には、ギー・ ド・モンペリエが創設 したサン=テスプリ修道会 30が貧しい障害
者、巡礼者、捨て子を救援することを宣誓。フランス全土に救済院が設立された。
14世紀末には、サン=テスプリ修道会によつて、100箇所近くの救済院が設けられ、15
世紀には前項で取り上げた、ジャン無畏王の法律代理人であり、フィリップ善良公の官房
長であつたブルゴーニュ公国のエコラ・ロラン aが、孤児や貧者のための慈善施療院オス
ピス・ ドゥ・ボーヌを設立することに心血を注いだ。
16世紀には、ガスコーニュ地方の中農家出身のヴァンサン・ ド・ポール (VIncent de
Pau1 1581 1660)32が、捨て子の救済や元ガリー船の受刑者を引き受ける施設を建設する
など、多くの社会事業 “を行つた。フランソフI世は、1532年にパリ救済事務所を創立、
1536年には捨て子を収容する「神の子救済院 (HOpital des Enfants)」、1545年には「ト
リニテ救済院 (HOpital de la Trinit6)」を創設 した。この時代は、ジャン・カルヴァン(Jean
Ca●r1150964)による宗教改革により、カ トリックとプロテスタン トとが対立し、ユグ
ノー戦争と言われる内乱がフランスを分裂状態にした時代でもある。
17世紀、アンリIV世は 1607年に伝染病患者を収容するサン・ルイ、サン・タンヌの病
院を開設。1644年には、施設の財源として 8000リープル相当の荘園5つを贈与。1656
年にはパリ総合救済院 (1“pital General)を設置。既存の諸施設を配下に置く勅令を出し、
パリの貧者 40000人のうち4000人から5000人を収容した。
(2)18世紀以降
アンシャン・レジーム期は、国家的統一を図ろうとする権力者が、捨て子や物乞いの対
策に追われた 34。設立時期は定かではないが、救貧事務所が18世紀には存在し、老人の在
宅救済、地域福祉を行つていた。パリ救済事務所に関していえば、貧しい老人に義捐金や現
物を届ける事務所、老人を看護する養老院 (Hospice des Peties Malsom)、「神の子救
済院」、捨て子・貧困家庭の子弟に職業ヨ1練を行う「トリニテ救済院」で構成されていた
が、さらに障害児教育にも大きな進展があつた。1775年には世界で最初の聾学校が、ド・
レベ (de rE"e171289)によリパリに建てられ“、1785年にはアユイ (Valenth Hauy
17451822)によリパリ盲学校が開設された。
19世紀になると、救済活動はさらに進む。1829年、ルイ・プライユ (Louis Brai■e
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1809・1852)により点字が考案された。1889年、第4回パソ万国博覧会の開催中に、第 1
回パリ万国救済会議が開催され、26カ国410人の参力0者が集まった '6。 この年には、児童
虐待道徳的放置禁止法が制定され、1907年には非嫡出子の保護に関する法律も制定されて
いる。
教育に関しても、フランスはホスピタリティ精神を大切にしてきた。17世紀にニコラ・
バレ神父 (1621‐686)によって創立された「幼きイエス会」37は、貧しぃ家庭の子供たち
の教育を無料で行つたが、この活動はフランス全上に広がつた。19世紀には国外にもその
活動が広がり、現在では4大陸 15カ国で、創立時の主旨である「神の子の尊厳にふさわし
い育成」が行われている。同じくフランスで、フランス革命の混乱期の 1800年、マグダ
レナ・ソフィア・バラによって創設された聖心女子学院でも、40カ国、200の姉妹校にお
いて、ホスピタリティ教育が行われている。筆者は、高校卒業までの 14年間を聖心女子学
院で学んだが、教育、日常生活のすべての基本が、「ホスピタリティJの上に成り立って
いた。         ァ
古代から現代に至るまで宗教関係者や権力者により連綿と続けられてきたキリス ト教の
「愛の実践Jが、「心のレストラン」や「国境なき医師団」を生む土台になつたことは明
自である。キリス ト教は愛の宗教である。コリント人への手紙第 13章13節の「信仰と希
望と愛、この二つはいつまでも存続する。その中で最も大いなるものは、愛である」は、
その教えを説いている。
4. おわりに
このようにフランスでは古代から、意まれぬ人々への援助がキリス ト教精神により支え
られてきた。コリュシュの呼びかけに多くのフランス人が贅同して、6カ月後にテン ト張
りの「心のレス トラン」が開店したことも、救済が必要ならば、危険も顧みずに援助に向か
う「国境なき医師団」が結成されたことも、フランスにおぃて連綿と続けられてきた社会
福祉への取り組みと、キリス ト教のホスピタリティ精神 との関連があつたからこそと思 う
のである。
フランスは文化面で優れた国であると言われているが、ホスピタリティ精神に支えられ
た国でもある。自らの利益のためではなく、自発的 (自由)に見知らぬ人をも友人、隣人
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として受け入れて、無償の行為を行 うこと (平等・博愛)が、 「ホスピタリティJである
と解釈 し、フランスにおけるホスピタリティ精神の具現化を、史実に照らして、文化面と
は別の側面から考察しようと試みたものである。
『国語辞典』 (集英社、1993)では「旅人や客人を親切にもてなすこと」、『大辞林』 (第2版、三
省堂、1995)では「訪間者を丁寧にもてなすこと」とある。 F日本国語大辞典』 (第2版、小学館、
2001)では「,きのこもつたもてなし。手厚いもてなし。歓待。または歓待精神Jと記されている。1985
年度版には収録されていなかつた「ホスピタリティJという項目が、2001年版に取り上げられたのは、
「ホスピタリティJへの関心の高まりを反映したものであろう。「現代用語の基礎知識』 (自由国民
社、2001)も「客のもてなしのよいことJとある。
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442年 ヴェンソンの宗教会議で置き去り児の救済を決議
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ように要請
567年 第2回トゥール宗教会議において各都市の貧者の救済、捨て子の里親斡旋を求める。
651年 パリ司教サン ランドリス ノー トルダム寺院近くにパリ施療院を開設したとの伝承があろ
816年 エクス=ラ‐シャペルの宗教会議で、救護所の管理を教会に委ねる決議
1180年ギー神父、モンペリエの精霊救済院に捨て子・病人のための救済所設置。
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32林信明『 フランス社会事業史研究―慈善から博愛へ友愛から社会連帯ヘー』 ミネルヴァ書房 1999,
pp 16 26
ヴァンサン ド ポールの行った恵まれぬ人への「愛の実践」は以下の通りである。
①1617年 リヨン近郊の教区で愛徳婦人会を結成。慈善規則書を渡す。
マルグリー ト王妃の遺贈により救済施Pi「ラ シャンテ」設立。
②1632年サン=ベルナール門近くに元ガレー 船の受刑者を引き受ける施設開設。
③1633年在宅訪問看護にあたる愛徳姉妹会を結成。ルイーズ ド マリヤック (Loluse de
Mamac)に指揮を委ねる。
④1636年スペイン軍との戦いが始まると、直ちに戦争、飢餓、疫病で苦しむロレー ヌ地方の救済の
ため、食料を配続 自らもパリで貧者の救済にあたった。パリ全体で毎月1万人が死亡す
る状況下で、1日2度スープを数千人に配給。
⑤1638年サン ラザール修道院 (現在のパリ東駅の西南)近くに「十二の家J(HOsplces des■能e
Ma■sOns)を設置。マリヤックは新生児のためめ人口哺乳器を考案。
⑥1648年ノートルダム前に「パリ養育院開設J。 (1792年にパリの南端のダンフェール ロシュ
ローに移軋 )
⑦1653年サン・ローラン市外区にイエズス御名養老院開設。49人の老人を保護収容。
33 前掲書 p410,pp 25 26
34 前掲書 pp 49‐3
この対策について、ミシェル・フーコーは『狂気の歴史―古典主義時代における』新潮社 1975年の
中で、「貧者を封じ込めた」との視点で書いているが、老人、病人,未婚の母、子供、障害者など労
働能力をもたない人々が対象であつたことを考えると、福祉的理念により行われた施策に思える。
35ペザギュ=ドルリュイ 赤津政之訳『 ド レペの生涯』、近代出版 1994,pl
36林信明『フランス社会事業史研究―慈善から博愛へ友愛から社会連帯ヘー』 ミネルヴァ書房 1999,
pp 248 249日本、ドイツは参カロしなかつた。
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